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本論文の第三章の内容は FEBS J. に論文として投稿され、電子版ではすでに公表され、冊子版は現在
印刷中となっている。第一章から第二章までの内容は、現在投稿準備中である。また、著者はペプチド討
論会で積極的に発表を行い、査読付プロシーディングとして Peptide Scienceに上記内容を含む報を筆
頭著者として報告している。さらに、国内特許件、回の国際学会および、16回の国内学会で本論文の
内容を自ら報告し、研究助成および件の賞を受賞している。審査委員は本論文の内容を中心に面接と公
開の論文発表会を行い、著者が論文内容と用いた技法について充分な理解とともに関連する分野について
も学識を有し、また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つ事を確認する事が出来た。以上の事よ
り、審査委員会は本論文の著者が博士（理学）の学位を授与されるに足る十分な資格を有するものと判定
する。
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